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本協会では、毎年度、加盟校の情報環境に投資した教育効果を点検するため、決算情報に基づいて教育・
研究部門（蔵書目録検索システム及びソフトウエア含む）、管理部門（学校法人部門、図書館含む事務部門）
における情報化経費を調査しています。

情報化経費の内訳は、人件費を除く物件費とし、①設備関係費、②ソフトウエア、データベース関係費、
③外部データセンター、クラウド利用経費、④工事関係費、⑤保守・管理関係費、⑥修繕費、⑦通信回線・
通信利用料、⑧消耗品費、⑨光熱水費、⑩その他情報化支出、⑪施設関係費としています。

ここで公表する調査結果は、令和３年10月中旬までに回答いただいた加盟の大学、短期大学で、大学144
校（回答率83.7％）、短期大学30校（回答率83.3％）となっており、７月末の締め切りを延長して10月に最
終集計したものです。

集計は、大学は規模種別に６グループ、短期大学は１グループとして集計しています。大学は、①入学定
員３千人以上のＡグループ、②２千人以上３千人未満のＢグループ、③２千人未満、自然科学系学部有りの
Ｃグループ、④２千人未満、自然科学系学部なしのＤグループ、⑤自然科学系・医・歯・薬系の単科大学の
Ｅグループ、⑥社会科学系・人文科学系・その他系単科大学のＦグループとしています。集計方法は、加盟
校がグループでどのような状況にあるのかを把握できるよう、中央値と単純加算平均を並列して表示してい
ます。また、中央値による前年度との比較に際しては、令和元年度回答校と令和２年度回答校を同一にした
ラスパイレス方式によっていますので、前年度公表の単純加算平均の数値が異なります。

以下に、最終集計の結果について、主な内容を掲載します。

令和２年度

私立大学情報化投資額調査の結果
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教育研究部門の規模・種別情報投資額のグループ別推移
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（万円）

＊１　中央値は、令和元年度と令和２年度の回答校を一致させたラスパイレス方式を導入しているため、前年作成の数値とは異なります。また、下
記の単純加算平均値対象校とも異なります。

＊２　Ａグループでは、７校が学部・学科の増設などで増加、３校が全学的な情報環境の整備を行ったことにより、大幅に増加しています。
＊３　Ｄグループでは、遠隔講義システムの整備、全学的なLAN環境の整備、PCの入れ替え等で大幅に増加しています。
＊４　Ｅグループでは、11校中５校が前年度にPCの入れ替えを終了していることにより、増加校が少なく減少しています。
＊５　Ｓグループでは、遠隔講義システムの整備などでグループの３分の２が増加しています。

※　対象校数はラスパイレス調整数

＊１　単純加算平均の対象校は、令和２年度に回答した大学・短期大学としているため、上記の中央値の対象校とは異なります。
＊２　前年の平均値は、令和元年度に回答した大学・短期大学としています。
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１大学当たり教育研究部門経費における投資額の費目別推移

１短期大学当たり教育研究部門経費における投資額の費目別推移

教育研究部門の規模・種別情報投資額のグループ別推移
（グループ平均：単純加算平均）



63JUCE Journal 2021年度 No.4

事業活動報告

A 73.7% 26.3% 52.6% 5.3% 42.1%

B 81.3% 18.8% 43.8% 12.5% 43.8%

C 67.9% 32.1% 32.1% 21.4% 46.4%

D 59.2% 4.1% 36.7% 40.8% 22.4% 36.7%

E 22.2% 77.8% 55.6% 33.3% 11.1%

F 46.7% 53.3% 40.0% 13.3% 46.7%

61.8% 1.5% 36.8% 41.9% 18.4% 39.7%

64.3% 7.1% 28.6% 28.6% 46.4% 25.0%

主な情報化投資経費のグループ別増減状況 （令和２年度 対 令和元年度）

【外部データセンタ（クラウド）の利用状況】 ※ クラウドの利活用は、大学で94％(前年94％）短期大学は、
67％ (前年71％）となっている。

※　クラウドの利用経費は、大学全体では中央値645万円（前年
643万円）と微増しており短期大学では中央値67万円（前年35万
円）と増加している

※　クラウド利用経費が１千万円以上は大学で56校（前年46校）、
１億円以上の大学は6校（前年6校）であり利用校の最大は2.7億
円となっている。

※　クラウドの利用経費が5百万円以上の短期大学は１校、最大は
９百万円となっている。

※　クラウドの利用経費が情報化投資額の中に占める割合は、中央
値で大学で2.3％と前年の1.9％から0.4ポイント増加している。
短期大学は中央値で1.2％と前年から0.6ポイント増加している。

昼間部学生一人当たりの教育研究・管理経費
における情報化投資額(大学) 

昼間部学生一人当たりの教育研究・管理経費
における情報化投資額  (短期大学)

↗
↗
↗
↗
↘
↘
↗

↗
↗
↗
↗
↘
↗
↗

↗

↗
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【外部データセンター（クラウド）の利用割合と投資額全体に占める割合】
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２０２０年度（令和２年度）私立大学情報化投資額調査(調査票)


